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※このセンターだよりで紹介した研究会，研修，教育フォーラムに関するお知らせは，改変しな

い限り，自由に複写，配布していただいて結構です。 

 

■第３６回 教育フォーラムが行われました 

テーマ：オンラインによる授業と学習支援の在り方  

令和 2 年 12 月 7 日午後６時から山梨県立図書館多目的ホールに於いて，第 36 回教育フォーラムを開

催しました。今年は，コロナ禍による臨時休業が３月の初旬から 5 月末くらいまで続き，各学校は学び

を止めないために，家庭学習の課題の配布やオンラインによる授業，学習支援等を行いました。今回の

フォーラムでは，県内でオンライン授業等を先進的に行った小学校，中学校，高等学校にパネリストを

お願いし，その成果や課題について意見交換を行いました。 

会場となる県立図書館からの指示で，密を避けるため参加者は運営委員等を含め５０名以内としまし

た。当日，幼稚園 1 名，小学校 6 名，中学校 6 名，高等学校 1 名，支援学校 1 名，大学 5 名，教育行

政 12 名の参加者に，運営委員・パネリスト等が加わり総計４８名での実施となりました。 

各パネリストからは，次のような内容での発表がありました。 

 

● 「オンライン授業のチャレンジから新たな学習活動の創造へ！」 

雨宮 基博 氏（道志村立道志小学校 校長） 

 ・全家庭に情報告知端末（ライフビジョン）があり，それらを活用 

 ・ipad を各家庭に貸与 ・動画配信や ZOOM によるオンライン授業 

 ・デジタル教科書の活用 ・横浜市の小学校とオンラインでの交流活動 等 

  

● 「対面とオンライン それぞれのよさを学びに生かす」 

 ～地域貢献を目指す附属中の実践～     

保坂 伸 氏（山梨大学教育学部附属中学校 副校長） 

 ・YouTube による 173 本の動画配信 ・ZOOM によるオンライン授業 

 ・学園祭などの行事を保護者へ配信 ・G Suite for Education に全員登録 

 ・Classroom，スライド， Microsoft Forms 等の活用 等 

 

● 「遠隔授業のインフラ整備を経験して」 

村松 久德 氏（山梨県立甲府工業高等学校 教諭） 

 ・Microsoft Teams によるオンライン授業 ・動画配信 

 ・SNS を使った生徒とのコミュニケーション ・実習科目の授業ガイダンス 

 ・朝礼をオンラインで実施 ・できることを職員で共有 等 



意見交換では，児童生徒のリテラシーや教師の負担，インフラの状況，児童生徒のメンタルケアー等

について質問や意見が出されました。 

また，参加者のアンケートでは，次のような感想がありました。 

 

・オンラインとともに，ICT 機器を効果的に用いていくための方向性について共通確認を得ることがで

きた。対面とオンライン，アナログとデジタルを効果的に組み合わせて，資質能力の向上につなげて

いくことが大切だと思った。 

・具体的な取組と共に，オンラインの在り方や対面授業での関わり方等を考えていくうえで参考になっ

た。 

・各校種の実践の様子を知ることができて参考になった。コロナに関係なく，校内研究でもこのような

取組の話ができればと思った。 

・学習保障に向けたオンライン活用の視点を拡げることができ，更なる有効活用の重要性について改め

て学ぶ機会となった。 

 

 
 

■令和2年度教育ボランティア報告会が開催されました！ 

 教育ボランティア学生運営委員会の企画・運営による「教育ボランティア報告会」が開催され、その

様子が、次のような「教育ボランティア通信」という形でまとめられました。 

 

教育ボランティア報告会が開催されました！ 

教育ボランティア通信 No.41 

教育ボランティア報告会が、１２月 9 日(水) 13：10 から、N-11・N-12 教室で行われました。 

当日は、教育ボランティア委員会委員長の田中

勝先生のお話や、芸術身体教育コース４年の水野

佑香さん、科学教育コース４年の平奈歩さんによ

る教育ボランティア体験談の発表が行われまし

た。 

グループ協議では「教育ボランティアで学んだこ

と」をテーマに話し合いを行いました。教育ボラン

ティア活動では、教育実習とはまた異なる視点で

多くの学びが得られたことを確認し合うことがき

ました。ボランティアの現場で持った疑問や悩み
田中勝先生のお話の様子 



を他学年に相談することで、これからどうして

いけばいいかという指標を持つことができまし

た。 

 

 

新型コロナウイルス感染症予防のこともあり、ボランティア活動を行うのには難しい状況

もありますが、できる限り教育現場の空気を吸い、教育ボランティアとしての貴重な経験を

積んでいきましょう。 

 

 

                                             

これまでのセンターだよりの一部は， http://www.edu.yamanashi.ac.jp/aepc/ で見ることができます。 

教育ボランティア体験談発表の様子 

グループ協議の様子 


